









ると、合計して約 280 万人のトルコ系移民 1) がドイツに暮らしていることになる










































3)  過去 6 年間（2011/2012 年から 2016/2017 年まで）における初等教育終了後の基幹学
校（Hauptschule）、実科学校（Realschule）、ギムナジウム（Gymnasium）への進学率を
見ると、その変動が分かる。この 6 年のあいだに、基幹学校へ通うトルコ籍の生徒の
比率は 15% 減少する一方で、ギムナジウムへ通うトルコ籍の生徒の比率は 15% 増加し








































ルコ系移民である。回答者は第一世代から第四世代の男女計 144 名 5) で、性別の
内訳は、女性が 70 名で男性が 74 名である（グラフ 1 を参照）。世代の内訳は第
一世代が 19 名、続く第二世代が 57 名、第三世代が 52 名、第四世代が 7 名である。
本論文で世代間の比較をするにあたり、第四世代の回答者数が少ないため、第四
世代は第三世代と合わせて、「第三世代以降」として説明していく。また、世代
不明者が 9 名いたため、144 名から 9 名を引いた 135 名分のデータを有効回答と









1）期間 2017 年 12 月 1 日－ 2018 年 3 月 30 日
2）都市 ドイツ 18 都市
Aachen, Augsburg, Berlin, Bielefeld, Bremen, Dortmund, Duisburg, Essen, Frankfurt 
am Main, Göttingen, Hamburg, Köln, Mannheim, München, Nürnberg, 
Recklinghausen, Stuttgart, Wiesbaden
3）対象者 - トルコ系移民、第一世代から第四世代の男女 : 144 名
（うち有効回答数 : 135 名）
- アンケート回答者全 144 名の内訳 :
　　- 女性 : 70 名 / 男性 : 74 名
　　-  第一世代 : 19 名 / 第二世代 : 57 名 / 第三世代 : 52 名 / 第四世代 : 7 名 /
世代不明者 : 9 名
グラフ 1: アンケート回答者の性別
グラフ 1: アンケート回答者の性別  
  
グラフ 2: アンケート回答者の世代  
 
グラフ 3: ドイツ語運用能力の自己評価（話すとき）（カッコ内は実数）  
 





















































とても上手い 上手い 並み 下手 全く書かない
(1)  (3)  (10)  (4)  
(28)  (24)  (3)  (1
) 
(40)  (16)  (3)  
(2)  (3)  (6)  (6)  
(24)  (26)  (3)  (3)  





グラフ 1: アンケート回答者の性別  
  
グラフ 2: ア ト回答者の世代  
 
グラフ 3: ドイツ語運用能力の自己評価（話すとき）（カッコ内は実数）  
 





















































とても上手い 上手い 並み 下手 全く書かない
(1)  (3)  (10)  (4)  
(28)  (24)  (3)  (1
) 
(40)  (16)  (3)  
(2)  (3)  (6)  (6)  
(24)  (26)  (3)  (3)  













6)  アンケート回答者のうち、ドイツ語のアンケート用紙を選択した者は 98 名、トルコ
語のアンケート用紙を選択した者は 37 名であった。世代別に見ると、第一世代でドイ
ツ語の用紙を選択した者は 4 名、トルコ語の用紙を選択した者が 15 名、第二世代でド
イツ語の用紙を選択した者は 46 名、トルコ語の用紙を選択した者が 11 名、第三世代
















1) Wie gut würden Sie sagen, sprechen Sie Deutsch?
（あなたは、どのぐらい上手にドイツ語を話すと思っていますか？）
 sehr gut gut mäßig schlecht gar nicht
 （とても上手い）　　（上手い）　　（並み）　　（下手）　　（全く話さない）
 □ 1 □ 2 □ 3 □ 4 □ 5
回答をグラフにあらわしたところ、次のような結果となった。
グラフ 3: ドイツ語運用能力の自己評価（話すとき）（カッコ内は実数）
グラフ 1: アンケート回答者の性別  
  
グラフ 2: アンケート回答者の世代  
 
グラフ 3: ドイツ語運用能力の自己評価（話すとき）（カッコ内は実数）  
 





















































とても上手い 上手い 並み 下手 全く書かない
(1)  (3)  (10)  (4)  
(28)  (24)  (3)  (1
) 
(40)  (16)  (3)  
(2)  (3)  (6)  (6)  
(24)  (26)  (3)  (3)  



















ときの自己評価と同様に、アンケートには „Wie gut würden Sie sagen, schreiben Sie 
Deutsch?“（あなたはどのぐらい上手にドイツ語を書くと思っていますか？）とい
う問いを設け、回答者は „sehr gut“（とても上手い）、„gut“（上手い）、„mäßig“（並み）、
„schlecht“（下手）、„gar nicht“（全く書かない）の 5 択から回答が可能であった。
2) Wie gut würden Sie sagen, schreiben Sie Deutsch?
（あなたはどのぐらい上手にドイツ語を書くと思っていますか？）
 sehr gut gut mäßig schlecht gar nicht
 （とても上手い）　　（上手い）　　（並み）　　（下手）　　（全く書かない）
 □ 1 □ 2 □ 3 □ 4 □ 5
8)  世代を問う質問、ドイツ語運用能力を問う質問ともに、統計学においては順序尺度
に属す質問である。統計学では、順序尺度同士の相関性を観察する場合に、スピアマ
ンの順位相関係数を用いて計算を行う。p 値が 0.05 以上の場合は有意差なしとなり、
0.05 以下の場合に有意差ありとなる。p 値に有意差があった上で、ρ（ロー）の数値が
1.0 あるいは -1.0 に近づくほど、変数間の関係が強いことを意味している。そしてρ（ロ









グラフ 1: アンケート回答者の性別  
  
グラフ 2: アンケート回答者の世代  
 
グラフ 3: ドイツ語運用能力の自己評価（話すとき）（カッコ内は実数）  
 





















































とても上手い 上手い 並み 下手 全く書かない
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く。ここでは、„Mit wem in Ihrer Familie sprechen Sie TÜRKISCH?“（あなたは家
族の誰とトルコ語で話していますか？）、„Mit wem in Ihrer Familie sprechen Sie 
DEUTSCH?“（あなたは家族の誰とドイツ語で話していますか？）という二つの
9)  書くときのドイツ語運用能力と世代の関係についても、スピアマンの順位相関係数












3) Mit wem in Ihrer Familie sprechen Sie TÜRKISCH? (Mehrfachantworten möglich)
（あなたは家族の誰とトルコ語で話していますか？（複数回答可））
　☐ Großeltern（祖父母）, ☐ Eltern（両親）, ☐ Geschwister（兄弟姉妹）,
　☐ Kinder（子ども）, ☐ Ehepartnern/Freundin/Freund（配偶者・恋人）,
　☐ Sonstige（その他）（                                         ）
4) Mit wem in Ihrer Familie sprechen Sie DEUTSCH? (Mehrfachantworten möglich)
（あなたは家族の誰とドイツ語で話していますか？（複数回答可））
　☐ Großeltern（祖父母）, ☐ Eltern（両親）, ☐ Geschwister（兄弟姉妹）,
　☐ Kinder（子ども）, ☐ Ehepartnern/Freundin/Freund（配偶者・恋人）,












グラフ 5: 兄弟姉妹に対する言語使用グラフ 5: 兄弟姉妹に対する言語使用  
 
グラフ 6: 祖父母に対する言語使用  
 















































(4)  (42)  

























また次のグラフ 6、グラフ 7、グラフ 8 に示したように、話し相手が「祖父母」、
「両親」、「子ども」のときも 11)、「兄弟姉妹」のときと同様に、世代が移るにつれて、
ドイツ語を使用する割合が高くなるという結果が得られた 12)。







12) 祖父母が話し相手の際は、p 値が 7.289e-07 となり、有意差が確認された。そしてρ（ロ
ー）が -0.411146 となり、第二世代、第三世代以降と、祖父母に対してドイツ語を使用
する割合が高くなっていることが統計学的裏付けを持って分かった。話し相手が両親




グラフ 6: 祖父母 13) に対する言語使用グラフ 5: 兄弟姉妹に対する言語使用  
 
グラフ 6: 祖父母に対する言語使用  
 















































(4)  (42)  















グラフ 5: 兄弟姉妹に対する言語使用  
 
グラフ 6: 祖父母に対する言語使用  
 















































(4)  (42)  














グラフ 8: 子どもに対する言語使用グラフ 8: 子どもに対する言語使用  
 
グラフ 9: 世代別に見た「ドイツ人としてのアイデンティティ」の強さ  
 












































(3)  (2)  (13)  
(11)  (19)  (24)  
(8)  (14)  (31)  
(10)  (4)  (5)  
(25)  (11)  (18)  
(32)  (10)  (10)  






































5) Ich denke, ich bin ein typischer Deutscher/eine typische Deutsche.
（自分は典型的なドイツ人だと思う。）
6) Ich bin stolz darauf, ein Deutscher/eine Deutsche zu sein.
（ドイツ人であることを誇りに思う。）
7) Ich fühle mich in Deutschland eher als Deutsche.
（ドイツではどちらかというと、ドイツ人だと感じる。）




9) Für mich ist es wichtig, als deutsch gesehen zu werden.
（ドイツ人として見られることは、重要である。）
10) Deutschland ist für mich meine Heimat.
（ドイツは自分にとって、故郷である。）
それぞれの問いに対してアンケート回答者は、„stimme voll und ganz zu“（非常
に同意できる）、„stimme eher zu“（どちらかというと同意できる）、„teils-teils“（ど
ちらともいえない）、„stimme eher nicht zu“（どちらかというと同意できない）、
„stimme gar nicht zu“（全く同意できない）、の 5 択から、最も自らの考えに当ては
まる項目を選択する。分析の際に、各質問で「非常に同意できる」と「どちらか
というと同意できる」を 1 ポイント、「どちらともいえない」を 0 ポイント、「ど
ちらかというと同意できない」と「全く同意できない」を -1 ポイントと換算した。







グラフ 8: 子どもに対する言語使用  
 
グラフ 9: 世代別に見た「ドイツ人としてのアイデンティ 」の強さ  
 












































(3)  (2)  (13)  
(11)  (19)  (24)  
(8)  (14)  (31)  
(10)  (4)  (5)  
(25)  (11)  (18)  
(32)  (10)  (10)  





























11) Ich denke, ich bin ein typischer Türke/eine typische Türkin.
（自分は典型的なトルコ人だと思う。）
12) Ich bin stolz auf meine türkischen Wurzeln.
（トルコのルーツを誇りに思う。）
13) Ich fühle mich in Deutschland eher als Türke.
（ドイツではどちらかというと、トルコ人だと感じる。）
14) Meine Verbundenheit mit der Türkei ist hoch.
（トルコとの結びつきは強い。）
15) Für mich ist es wichtig, als türkisch gesehen zu werden.
（トルコ人として見られることは、重要である。）








グラフ 8: 子どもに対する言語使用  
 
グラフ 9: 世代別に見た「ドイツ人としてのアイデンティティ」の強さ  
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14) 表 2 のようなクロス表における関連性を調べたい場合、クラメールの連関係数を使
用することができる。表 2 をクラメールの連関係数で見たところ、0.077040668 という
結果になった。クラメールの連関係数は 0 から 1 の値をとり、0 に近いほど関連が弱く、
1 に近いほど関連が強いと解釈される。高橋（2005: 66）では、クラメールの連関係数
の値が 0.25 未満の場合は「非常に弱く関連している」とし、0.25 から 0.5 までの場合






























































































17) Sackmann/Prümm/Schultz (2001) は、トルコ系移民を対象としたインタビューの際に、
どの要因がトルコ系移民を「トルコ人」たらしめるのか、「トルコ人」の定義を求めて
いる。インタビュー対象者のなかで自らを「トルコ人」であると定義づけた人物（49
人中 21 人）のうち、5 人が „Verhalten“（振る舞い）と回答し、4 人がトルコを誇りに思
うことやトルコ語を話すといった „Identifikation“（一体感）と回答、2 人がトルコの
„Abstammung“（ 家 系 ） で あ る と し、 同 じ く 2 人 が ト ル コ 人 同 士 の
„Gruppenorientierung“（集団志向）と回答し、„Muslim“（ムスリム）であることと回答し





　☐ weiblich（女性）, ☐ männlich（男性）
18) Wer wanderte ZUERST nach Deutschland ein: Eine/r der
（誰が一番初めにドイツへ移住しましたか）
　☐ Urgroßeltern（曾祖父母）, ☐ Großeltern（祖父母）, ☐ Eltern（両親）, 
　☐ Sie（あなた）
19) Geburtsort（出生地）
　☐ Türkei（トルコ）, ☐ Deutschland（ドイツ）,
　☐ Sonstiges Land（その他の国）（            ）
20) Was ist Ihr höchster absolvierter Schulabschluss（あなたの最終学歴は何ですか）
　 ☐ kein Abschluss（卒業資格なし）, ☐ Grund-/ Hauptschulabschluss（小学校 /
基幹学校卒業）, ☐ Realschule (Mittlere Reife)（実科学校（中等教育修了資格））, 
☐ Gymnasium (Abitur)（ギムナジウム（アビトゥア資格））, ☐ Abgeschlossene 
Ausbildung（職業訓練修了）, ☐ Fachhochschulabschluss（専門大学卒業）, ☐
Hochschule (Diplom)（大学（学部））, ☐ Hochschule (Magister)（大学（修士））, 
☐ Hochschule (Promotion)（大学（博士））
21) Beruf (Falls zutreffend)（職業（該当する場合））
　 ☐ Schüler/in（生徒）, ☐ Student/in（学生）, ☐ Auszubildende/r（職業訓練生）, 
☐ Angestellte/r（会社員）, ☐ Beamte/r（公務員）, ☐ Selbstständige/r（自営業）, 
☐ Teilzeitarbeiter/in（パートタイム就業者）, ☐ Hausfrau/-mann（主婦 / 主夫）, 
☐ Sonstiges（その他の職業）（            ）
22) Ich bezeichne mich selbst als religiös（私は自身を信心深いと思う）
　 ☐ trifft zu（あてはまる）, ☐ trifft eher zu（どちらかというとあてはまる）, 
20
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☐ teils-teils（どちらとも言えない）, ☐ trifft eher nicht zu（どちらかというと
あてはまらない , ☐ trifft nicht zu（あてはまらない）
23) Ich habe im Alltag Kontakte zu türkischstämmigen Freunden/ Bekannten/ Kollegen
（私は日常生活でトルコ系の友人 / 知人 / 同僚と接触がある）
　 ☐ immer（いつも）, ☐ oft（頻繁に）, ☐ manchmal（ときどき）, ☐ selten（ま
れに）, ☐ nie（一度もない）
24) Ich habe im Alltag Kontakte zu deutschen Freunden/ Bekannten/ Kollegen
（私は日常生活でドイツ人の友人 / 知人 / 同僚と接触がある）
　 ☐ immer（いつも）, ☐ oft（頻繁に）, ☐ manchmal（ときどき）, ☐ selten（ま
れに）, ☐ nie（一度もない）
25) Ich erlebe Ausländerfeindlichkeit（私は外国人嫌悪を体験している）













第 3 章と同様で、p 値に有意差があった上で、ρ（ロー）の数値が 1.0 あるいは -1.0 に
近づくほど、変数間の関係が強いことを意味している。そしてρ（ロー）が 0 のときは、
2 つの変数に関係がないことを示している。さらにρ（ロー）の数値が 0 から 1.0 のあ
いだの場合は、二つの比較対象のうち、ひとつが大きくなるにつれ、もうひとつも大





















ρ（ロー）が 0 から 1.0 ということは、回答者が「11) 自分は典型的なトルコ人だと思う」
で「非常に同意できる」、「どちらかというと同意できる」を選択した場合に、比較対
象の例えば「23) 私は日常生活でトルコ系の友人 / 知人 / 同僚と接触がある」でも、「い





19) 「11) 自分は典型的なトルコ人だと思う」と「22) 私は自身が信心深いと思う」をスピ
アマンの順位相関係数で計算したところ、まず p 値が 2.722e-06 となり、有意差が確認
できた。さらにρ（ロー）は 0.4054655 となり、回答者が自身を「典型的なトルコ人」
と感じているほど、「信心深い」と回答していることが統計学的に裏付けできる。
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Sprachbewusstsein und Identität bei  
türkeistämmigen Migranten  
Ergebnisse einer Umfrage in 18 Städten Deutschlands
Shota Tanaka
Heute leben zahlreiche Menschen mit Migrationshintergrund in Deutschland. 
Menschen mit türkischem Migrationshintergrund (sowohl mit türkischer als auch 
deutscher Staatsangehörigkeit) bilden hierbei die größte Gruppe. Das Bildungsniveau der 
Türkeistämmigen wurde von der deutschen Gesellschaft immer wieder als problematisch 
angesehen und deren Deutsch oft als „gebrochen“ bezeichnet. Jedoch steigt das 
Bildungsniveau der Türkeistämmigen, v. a. der zweiten und dritten Generation, allmählich 
an. 
Umfragen bezüglich des Sprachbewusstseins und/oder der Identität mit 
Türkeistämmigen führten bisher nur wenige Forscher durch, darunter Ülger Polat (1998) 
und Toru Hayashi (2001, 2003, 2008a, 2008b, 2018), jedoch jeweils nur in einer Stadt 
und nur unter jeweils einer einzigen Generation. In dieser Hinsicht ist die vorliegende 
Umfrage, die in mehreren Städten über mehrere Generationen durchgeführt wurde, anders 
als bisherige Studien. Die vorliegende Umfrage umfasst außerdem ausführliche Fragen 
bezüglich des Sprachbewusstseins und der Identität. Das Ziel dieser Forschung ist es, 
anhand der Ergebnisse der Umfrage, die Identität der Türkeistämmigen in der Gegenwart 
zu untersuchen. Es ist zu vermuten, dass Identität und Sprache im engen Verhältnis 
stehen. Deshalb wird zuerst aufgezeigt, wie Probanden ihre deutsche Sprachkompetenz 
beim Sprechen und Schreiben selbst einschätzen und welche Sprache sie innerhalb 
ihrer Familie verwenden. Aufgrund der Ergebnisse wird der Zusammenhang zwischen 
Sprachbewusstsein und Identität untersucht.
Die Umfrage wurde vom 01.12.2017 bis zum 30.03.2018 in verschiedenen türkischen 
Organisationen, Verbänden, Vereinen oder Moscheen, in 18 Städten durchgeführt. 
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Insgesamt waren es 144 Personen (davon gültige Antwort: 135) von der ersten bis zur 
vierten Generation (19 aus der ersten Generation, 57 aus der zweiten, 52 aus der dritten, 
7 aus der vierten und 9 Personen, bei denen die Generation unklar war); davon waren 
70 weiblich und 74 männlich. Der Fragebogen stand sowohl auf Deutsch als auch 
auf Türkisch zur Verfügung und Teilnehmer konnten einen der beiden Fragebögen 
auswählen. Der Fragebogen besteht aus 10 Seiten und 139 Fragen zu Selbsteinschätzung 
der Sprachkompetenz, Situationen des Sprachgebrauchs und Identität. Da aus der vierten 
Generation nur 7 Fragebögen vorliegen, werden sie in der Auswertung mit der dritten 
Generation als „dritte und vierte Generation“ zusammengefasst.
Bei der Selbsteinschätzung der deutschen Sprachkompetenz beim Sprechen und 
Schreiben stellte es sich heraus, dass es einen signifikanten Unterschied zwischen den 
Generationen gibt. Die Zahl der Probanden, die ihre deutsche Sprachkompetenz beim 
Sprechen und Schreiben als „gut“ oder „sehr gut“ einschätzen, steigt in der zweiten 
Generation deutlich. Die hohe Selbsteinschätzung bleibt ebenfalls in der dritten und 
vierten Generation bestehen. Bezüglich des Sprachgebrauchs innerhalb der Familie 
war ebenfalls ein signifikanter Unterschied zwischen Generationen zu beobachten. Je 
jünger die Generation wird, desto häufiger verwenden Probanden Deutsch mit ihren 
Familienmitgliedern, u. a. mit ihren Geschwistern, Großeltern, Eltern oder Kindern. Die 
zweite, dritte und vierte Generation der Türkeistämmigen schätzt demnach ihre deutsche 
Sprachkompetenz insgesamt höher ein und verwendet im Alltag immer häufiger Deutsch.
Die Identität der Probanden wurde mittels insgesamt zwölf Fragen aus dem Fragebogen 
gemessen. Hierbei sollte untersucht werden, ob jüngere Generationen mehr Distanz zur 
Türkei besitzen, als die älteren. Bezüglich der Affinität zu Deutschland gab es in jeder 
Generation jeweils nur knapp 20 %, die ihre deutsche Identität als „stark“ wahrnehmen. 
Hingegen nahmen über 40 % der Probanden in allen Generationen die türkische Identität als 
„stark“ wahr. Gleichermaßen zeigt es sich, dass die türkische Identität in allen Generationen 
stärker ist als die deutsche. Es stellt sich zudem die Frage, ob möglicherweise ein negativer 
Zusammenhang zwischen deutscher Sprachkompetenz und der Stärke der türkischen 
Identität besteht. Über 40 % der Probanden der zweiten, dritten und vierten Generation 
besitzen eine starke türkische Identität, schätzen jedoch ihre deutsche Sprachkompetenz 
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ebenfalls als „gut“ oder „sehr gut“ ein. Auch wenn die Probanden ihre deutsche 
Sprachkompetenz hoch einschätzen, heißt das demnach nicht, dass die türkische Identität 
schwächer wird. Hierdurch kommen wir auf die Frage: Haben die Türkeistämmigen mit 
deutscher Staatsangehörigkeit eventuell eine schwächere türkische Identität? Hier ist der 
Zusammenhang zwischen der deutschen Staatsangehörigkeit und der türkischen Identität 
zu untersuchen. Es gab tatsächlich knapp 40 %, die ihre türkische Identität als „schwach“ 
wahrnehmen. Jedoch, auch wenn sie die deutsche Staatsangehörigkeit besitzen, nahmen 
ca. 41 % ihre türkische Identität als „stark“ wahr.
Letztlich ist zu untersuchen, welche Faktoren stark mit der „türkischen Identität“ 
verbunden sind. Verglichen mit 9 Faktoren (Geschlecht, Generation, Geburtsort, höchster 
Schulabschluss, Beruf, Religiösität, alltäglicher Kontakt mit türkeistämmigen Freunden, 
Bekannten oder Kollegen, alltäglicher Kontakt mit deutschen Freunden, Bekannten 
oder Kollegen und ausländerfeindliche Erfahrungen im Alltag), die die türkische 
Identität der Probanden konstruieren können, stellte sich heraus, dass Probanden, die 
sich selbst als „ein typischer Türke/ein typische Türkin“ bezeichnet, sich für religiös 
(hauptsächlich sunnitisch oder alevistisch) halten, im Alltag „oft“ bis „immer“ Kontakt 
mit türkeistämmigen Freunden, Bekannten oder Kollegen haben und im Alltag „oft“ bis 
„immer“ Ausländerfeindlichkeit erleben.
Zusammengefasst zeigen die Ergebnisse, dass sich die Türkeistämmigen trotz 
zunehmender selbsteingeschätzter deutscher Sprachkompetenz eine starke türkische 
Identität bewahren und dies sogar bis in die vierte Generation. Hierbei ist zu bedenken, 
dass Identität kein vollkommen stabiles Konstrukt ist, sondern sich z. B. durch den 
Wohnort, den Umgang mit Mitmenschen, Schule, Arbeit oder aus ökonomischem Grund 
fortlaufend ändern kann. Ursache für den vorliegenden Befund könnte insbesondere die 
derzeitige politische Situation sein. In EU-Ländern wie Deutschland veränderte sich 
die Umgebung um Migranten, Flüchtlingen oder Ausländer in den letzten Jahren durch 
rechte Bewegungen stark. Deshalb ist zu vermuten, dass dies auch die Identität der 
Türkeistämmigen beeinflusst.
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